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【実験背景・概要】 

Ce添加 La置換ガドリニウムパイロシリケート( Ce:(La,Gd)2Si2O7 ： Ce:La-GPS )は、Ce:Gd2SiO5 

(Ce:GSO)や Ce:(Lu, Y)2SiO5 (LYSO)といった既存の Ce添加酸化物シンチレータ材料と比較しても

同等以上の高い発光量高いエネルギー分解能を有する。特にエネルギー分解能は、662 keV におい

て 5.0% (FWHM)と酸化物シンチレータ材料の中で最もよい特性を持ち、また発光波長は 390 nm

で光電子増倍管の量子効率が最大となる領域であるという特徴を持っている[1]。さらに、結晶の

大型化にも成功しており、2 インチまで育成が可能になっている。今後の応用先としては、資源

探査、環境モニタ、高エネルギー物理学等が考えられるが、特に高エネルギー物理等では放射線

耐性が重要な特性のひとつである。本研究では放射線耐性について調査したので、報告をする。 

 

【実験方法･結果】 

チョクラルスキー法を用いて Ce:La-GPS 結晶を育成して、切り出し・研磨した後に 50-80 MeV

のアルファ線、陽子線などを 200Gy以上それぞれ照射させて、そのときの発光量や蛍光寿命の変

化を観測した。これらの実験は東北大学のサイクロトロン・ラジオアイソトープセンターで実施

した。その結果、200 Gy（国際宇宙ステーションで浴びる陽子線 100MeV 程度の 1-2 年分程度に

相当）で大きな発光量の変化が 5%程度以内の範囲で無いことが分かった。本件研究では、これら

の結果および、蛍光寿命などの詳細について報告する。また、合わせて、他の酸化物結晶につい

ても同様に耐性を調べて報告する。 
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